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深
谷
市
は
、「
深
谷
ね
ぎ
」・

「
キ
ュ
ウ
リ
」・「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
」・「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
の

生
産
量
が
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
農
業
王
国
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
産
野
菜
の
お
い
し

さ
を
よ
り
多
く
の
消
費
者
へ
伝

え
、
地
産
地
消
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
深
谷
産
食
材
を
使
用
し
た

創
作
料
理
を
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
飲
食
店
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
の
飲
食
店

内
容

1
深
谷
産
農
畜
産
物
「
深
谷
ね

ぎ
」・「
キ
ュ
ウ
リ
」・「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
」・「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
な
ど

を
１
種
類
以
上
使
用
し
た
創
作
料

理
を
１
品
考
案
し
、
12
月
１
日
㈭

〜
18
日
㈰
の
期
間
、
各
店
舗
で
提

供
し
て
く
だ
さ
い
。

2
「
全
国
ね
ぎ
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１　

１
」（
12
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
開

催
）
で
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
考
案

し
た
創
作

料
理
を
提

供
し
て
く

だ
さ
い
（
希

望
制
）。

3
深
谷
商

工
会
議
所

春の叙勲

危険業務従事者叙勲

●
国
民
年
金
基
金

　

自
営
業
な
ど
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
の
か
た
が
、
ゆ
と
り

あ
る
老
後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ

の
給
付
を
行
う
制
度
が
国
民
年
金

基
金
で
す
。

対
象　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
必
要
）

【
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト
】

1
将
来
設
計
に
合
わ
せ
て
、
掛
け

金
（
月
額
６
万
８
千
円
以
内
）
を

自
由
に
選
べ
ま
す
。

2
掛
け
金
は
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
に

も
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

3
掛
け
金
は
60
歳
ま
で
定
額
。
年

金
額
も
生
涯
に
わ
た
り
保
障
さ
れ

ま
す
（
確
定
年
金
を
除
く
）。

4
納
め
た
期
間
に
見
合
っ
た
年
金

額
が
受
け
取
れ
ま
す
。

5
収
入
に
応
じ
て
掛
け
金
（
年
金

額
）
を
増
減
で
き
ま
す
。

あ
い
埼
玉
県
国
民
年
金
基
金

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

う
０
１
２
０
‐
65
‐
４
１
９
２

●
付
加
保
険
料

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額

１
５
，０
２
０
円(

定
額)

で
、
こ

の
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料

（
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納

付
す
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
に
加
え
て
付
加
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

付
加
年
金
（
年
間
受
取
額
）
は
、

「
２
０
０
円
×
納
付
月
数
」
で
計

算
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
10
年
間
納

付
（
４
０
０
円
×
１
２
０
月
＝

４
８
，０
０
０
円
）
し
た
場
合
の

付
加
年
金
額
は
、
２
４
，０
０
０

円
で
す
。
付
加
年
金
を
２
年
間
受

給
す
る
と
、
納
付
し
た
付
加
保
険

料
総
額
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
第
１
号
被
保
険
者

ま
た
は
任
意
加
入
被
保
険
者
の
か

た
で
す
。

※
申
し
込
み
を
し
た
月
か
ら
加
入

と
な
り
ま
す
。
保
険
料
納
付
免

除
・
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を
受

け
て
い
る
か
た
や
国
民
年
金
基
金

の
加
入
者
の
か
た
は
、
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
「
繰
り
上

げ
」、「
繰
り
下
げ
」
請
求
し
た
場

合
は
、
付
加
年
金
も
老
齢
基
礎
年

金
額
と
同
じ
率
で
減
額
・
増
額
さ

れ
ま
す
。

ふかやハーベストジャンボリー・深谷の旬を食べつくそう
●問い合わせ　農業振興課（☎574‐6648）

発
行「
深
谷
Ｂ

び

ｉ
ｉい

ｋ
き

ｉ
」に
フ
ェ

ア
特
集
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
、
参
加

店
の
創
作
料
理
を
掲
載
し
ま
す
。

※
創
作
料
理
を
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
店
舗
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
人
気
投
票
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み　

８
月
31
日
㈬
ま
で

に
、
直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
各

店
舗
に
伺
い
料
理
内
容
の
取
材
、

写
真
撮
影
を
し
ま
す
。

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎525‐1844）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2213）

川本市民生活課（☎583‐2783）   花園市民生活課（☎584‐1121）    

叙勲受章おめでとうございます
●問い合わせ　秘書課（☎574‐6631）

■
旭
日
双
光
章

〈
地
方
自
治
功
労
〉

福
ふく

島
しま

四
し

郎
ろう

 氏
（新戒・80歳）
元 深谷市議会議員

■
瑞
宝
単
光
章

〈
鉄
道
業
務
功
労
〉

井
い

田
だ

重
しげ

次
じ

郎
ろう

 氏
（本住町・77歳）
元 日本国有鉄道職員

〈
防
衛
功
労
〉

〈
警
察
功
労
〉

〈
消
防
功
労
〉

藤
ふじ

森
もり

安
やす

雄
お

 氏
（普済寺・71歳）
元 埼玉県警部

川
かわ

田
た

豊
とよ

久
ひさ

 氏
（稲荷町・66歳）

元 深谷市・岡部町共同事務組合消防司令

■
瑞
宝
小
綬
章

〈
検
察
官
功
労
〉

松
まつ

野
の

操
そう

一
いち

 氏
（東方・76歳）

元 東京区検察庁副検事

■
瑞
宝
双
光
章

〈
警
察
功
労
〉

齊
さい

藤
とう

滿
みつ

彦
ひこ

 氏
（小前田・71歳）
元 埼玉県警部

〈
防
衛
功
労
〉

藤
ふじ

沼
ぬま

和
かず

夫
お

 氏
（上柴町東・61歳）
元 3等空尉

■
瑞
宝
単
光
章

■
瑞
宝
単
光
章

〈
防
衛
功
労
〉

仁
に

藤
とう

賢
けん

治
じ

 氏
（上柴町東・61歳）
元 2等空尉

　　

４
月
29
日
に
、
内
閣
府
か
ら
、
春
の
叙
勲
お
よ
び
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
、
多
年
に
わ
た
り
各
分
野
で
活
躍
、
貢
献
さ
れ
た
か
た
が
た
が
受
章
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

※
年
齢
は
、
発
令
日
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

※
市
内
受
章
者
の
う
ち
、
承
諾
い
た
だ
い
た
か
た
が
た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

山や
ま

本も
と

和か
ず

幸ゆ
き 

氏

（
上
柴
町
東
・
61
歳
）　

元 

3
等
空
尉

故
柴し

ば

﨑さ
き

久ひ
さ

雄お

氏
が

叙
位
・
叙
勲
受
章

　

こ
の
ほ
ど
、
故
柴
﨑
久
雄
氏

（
元
深
谷
市
議
会
議
員
）
が
、
従

六
位
・
旭
日
双
光
章
（
地
方
自

治
功
労
）を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
に
は
、
ご
子
息
の
重し

げ

雄お

様
夫
妻
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

あ
深
谷
商
工
会
議
所
（
う

５
７
１
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２
１
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５
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０
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２
２
仲
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）

選
考
方
法　

応
募
作
品
か
ら

約
40
枚
を
選
考
（
応
募
以
外

に
推
薦
作
品
が
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

い
８
月
31
日
㈬
ま
で
に
、

テ
ー
マ
「
深
谷
を
愛
す
る
笑

顔
」
に
沿
っ
た
笑
顔
写
真
１

枚
（
返
却
不
可
）
を
郵
便
・

メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

「
深
谷
Ｂ
ｉ
ｉ
ｋ
ｉ
第
３
号
」

表
紙
写
真
を
募
集
し
ま
す


